
ツルボ
日当たりの良い場所に傘をつぼめたよう
な淡紫色の花をつける。花は下から上に
いっぱいつけていく。（ユリ科）

鷹取山の９月に咲く花

ミズタマソウ
白い毛が密生した果実が露に濡れた

様子を水玉に見立ててこの名がついて
いる。（アカバナ科）

センニンソウ
実は羽毛状の白い毛で仙人のひげに見
立ててこの名前がついている。葉は5小
葉からなる複葉。（キンポウゲ科）

ヤブタバコ
葉がタバコの葉に似ていることからこの
名がついている。長い枝に長い黄色い
花を多数つける（キク科）

カラスノゴマ
種子の色と形がゴマに似ていてこの名が
ついている。葉の付け根に黄色の花が下

向きに１個ずつついている。（シナノキ科）

ボタンヅル
ボタン様の葉を持つ、つる性の植物で
葉は3出複葉。よく似たコボタンヅルは2
回3出複葉である。（キンポウゲ科）



問合せ先：鷹取山自然観察会

ヒヨドリジョウゴ
小さな白い花をつけるつる性の多年草。
下部の葉は深く切れ込みがある。秋に
は赤い実をつける。（ナス科）

アキノノゲシ
日当たりの良い場所に生え、花は淡いク
リーム色。ノゲシといってもハルノノゲシ
とは違う仲間である。（キク科）

ノシラン
ヤブランと近い仲間で夏から秋に白い
花を稲穂のようにつける。冬には青から

瑠璃色の実をつける。（ユリ科）

キンエノコロ
エノコログサは秋の草むらに良く目につ
く。花穂が金色のものをキンエノコロと
言う。（イネ科）

ヒガンバナ
別名はマンジュシャゲ。彼岸花は花が
咲いたあと花が枯れ、その後に葉がで
てくる。球根は有毒。（ヒガンバナ科）

ゲンノショウコ
日当たりの良い草地で白い可憐な花を咲
かせる。関西では赤花が多い。実の形か
らミコシグサの名もある。（フウロソウ科）


